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定
期
考
査
は
必
要
か
？

　
定
期
考
査
を
廃
止
し
、
各
教
科
・
科
目
で
単
元
ご
と
に
実
施
す
る

単
元
テ
ス
ト
を
導
入
す
る
動
き
が
徐
々
に
全
国
の
中
学
校
や
高
校

に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
学
校
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
評
価
方
法

と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
定
期
考
査
で
す
が
、
そ
の
意
義
・
必
要
性

を
問
う
き
っ
か
け
を
学
校
現
場
に
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の

が
、
高
校
で
は
２
０
２
２
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
現
行
の
学
習
指
導

要
領
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
定
期
考
査
な
ど
の
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
で

「
知
識
・
技
能
」
を
中
心
に
測
り
、
そ
の
結
果
が
評
定
を
算
出
す
る

上
で
大
き
な
ウ
ェ
ー
ト
を
占
め
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

現
行
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
知
識
・
技
能
」
以
外
の
観
点
で
も

評
価
す
る
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
実
施
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

求
め
ら
れ
て
お
り
、
定
期
考
査
中
心
の
学
習
評
価
の
あ
り
方
に
改
善

の
余
地
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
特
集
で
は
、
定
期
考
査
が
抱
え
る
問
題
を
整
理
し
な
が
ら
、
そ

の
解
決
の
糸
口
を
、
事
例
を
通
じ
て
考
え
て
い
く
と
と
も
に
、「
定

期
考
査
は
必
要
か
？
」
と
い
う
問
い
を
探
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
編
集
部
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括
責
任
者

　柏
木
　崇
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  P. 4	 事例１
	 	再チャレンジ可能な単元テストによる評価で、
	 	目標に向けて主体的に学ぶ意欲を育む
	 	 岩手県・私立専修大学北上高校
  P. 8	 事例２
	 	学習評価のあり方を見直す起爆剤として、
	 	全県立高校で定期考査を廃止
	 	 奈良県教育委員会
	 	 実践例●奈良県立橿

かし
原
はら
高校

	 	 教師間の密な対話を通じて評価方法を毎年更新。
	 	 生徒の質問の質が上がり、欠点者が減少
	 	 実践例●奈良県立商業高校
	 	 実技も評価に組み入れ、指導と評価の一体化を推進。
	 	 資格取得率向上にもつながる
  P. 15	 事例３
	 	単元テストと伝統の実力考査で高い目標の実現を支援
	 	 鹿児島県立鶴丸高校
  P. 19	 事例整理
	 	自校の定期考査の現状と課題についての整理が
	 	議論の第一歩
  P. 20	 インタビュー
	 	「よいテスト」は、生徒と教師をつなぐ
	 	学びのコミュニケーションツール
　	 	 名古屋大学大学院教育発達科学研究科　教授　石井秀

ひでとき

宗
  P. 24	高校生座談会
	 	私たちにとって「テスト」とは
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※Ｑ１・２及びその結果は、ベネッセ教育総合研究所「学習指導調査2022」「学習指導調査2023」を基に編集
部で作成。

期
考
査
を
廃
止
し
て
い
る
高
校
は
現
時
点
で
は
ま
だ
少

な
い
。
だ
が
、
定
期
考
査
を
廃
止
し
た
り
、
実
施
回
数

を
減
ら
す
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
高
校
は
着
実
に
増
え
て
お
り

（
Ｑ
１
）、
ま
た
、「
指
導
改
善
や
成
績
評
価
の
た
め
に
は
、
定
期

考
査
が
な
く
て
も
単
元
テ
ス
ト
が
あ
れ
ば
よ
い
」
と
考
え
る
教

師
は
40
％
を
超
え
て
い
る
（
Ｑ
２
）。「
現
場
の
教
師
の
声
」
が

示
す
よ
う
に
、
定
期
考
査
の
存
続
に
も
、
定
期
考
査
の
廃
止
に

も
、
そ
れ
ぞ
れ
納
得
で
き
る
理
由
が
存
在
す
る
。

　
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
実
施
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め

ら
れ
る
中
、
学
習
評
価
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た

定
期
考
査
は
、
こ
れ
か
ら
も
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え

は
、
ど
の
よ
う
な
点
を
考
え
れ
ば
出
る
の
だ
ろ
う
か
。

先
生
方
と
と
も
に

考
え
た
い「
問
い
」

自
校
で
は
定
期
考
査
は
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
答
え
は
、ど
の
よ
う
な
点
を
考
え
れ
ば
出
る
の
だ
ろ
う
か
。

定 高校教師の定期考査に対する考え

定期考査は必要
●複数の単元が範囲となる定期考査を
実施することで、生徒の深い思考力
を測ることができる。

●定期考査で学習の量、質ともに少し
高めのハードルを設定し、乗り越える
ことが、生徒の成長には必要。

●定期考査期間中や１週間前等は部活
動等の活動の休止や活動時間の短縮
があり、生徒の学習時間が確保される。

●校内順位を知る重要な機会の１つ。

●定期考査期間中はどの生徒も学習に
没頭しやすい環境になる。

定期考査は不要
●全校または学年で一斉に実施するた
め、出題範囲が単元の途中になること
があり、単元ごとの評価が行いにくい。

●考査と考査の間の空きが長く、生徒
の学習上のつまずきの発見や、理解
度の確認の機会として不十分。

●出題範囲が広く、生徒はいわゆる「一
夜漬け」で乗り切り、考査後、学習
した内容を忘れてしまうことがある。

●考査前も含め、定期考査期間中は、
部活動や探究学習等の諸活動を休止
しなくてはいけない。

貴校について、
次のようなことはあてはまりますか。Q1

◎学校全体で、定期考査の回数を減らすことを検討している

2022年
（n=3,153）

2023年
（n=3,244）

9.0%

13.3%

指導改善や
成績評価のためには、
定期考査が欠かせない

指導改善や成績評価のためには、
定期考査がなくても、

単元テストがあればよい

59.6%

57.6%

A B

A の方に近い B の方に近い

40.4%

42.4%

2022年
（n=3,153）

2023年
（n=3,244）

あなたが重視していると思う方はどちらですか。

現場の教師の声

Q2
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